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会報 第 16号に寄せて

大 平 五郎

会報第 16号をお届けする ζ とになりました。

ζ としは始めはi涯かい正月でしたが，二月三月となってからかえって寒い日が続き，雪も結構

多く，季節が少しずれた感じの冬でした。それでも彼岸を過ぎますと，さすがに目ざしは強く な

って東北の各地区も春のきざしが現われてきたようです。

鋳物業界にとってもいろいろと砂］lltl・はありましたものの 一般には大分日当りがよくなってき

たように見うけられるのはど同院の至りです。 ζ とに自動車関係では，鉄鋼とならんで他の産業

から決ましがられている向きもあるように伺っています。しかし一方，油，屯力，その他公共料

金の値上げ，アメ リカの経済面での強い政策，アフカ’ニスタン問題その他中東の観維な様相など，

余りにも世界中があれ狂っている状態で，今後の見通しは全く立てられないのが実状といえるで

しょう。

一期一会という言葉がありますが，それぞれの方々が現在をせい一杯頑張っていくだけしかや

りょうがないように思われます。

ふりかえって当支部自体を顧みますと，一昨年からとり取げられてきた自主管理活動Kつきま

しては各工場それぞれの取りくみ方で活発になってきたのは結構なζとです。今後もどしどしζ

の方面の活動が盛になる ζ とを望みます。

と乙ろで昨年第15号の巻頭lζ書きましたパーミキュラー黒鉛J)j鉄lζつきましてはアメリカでは

コンパクト県鉛，ヨーロッパではパーミキュラー黒鉛という名前を固持してゆずらず，国際鋳物

技術委員会ではコンパクテド，パーミキュラー黒鉛鋳欽（略してCV鋳鉄）という名称iζ決定し

ましたが日本鋳物協会の中でも乙の研究委員会が発足しました。しかし大学側よりむしろ会社側

の方が熱心K，また研究も進んでいるような状態です。いうなれば予恕通り，すべての点でFC 

とDCIの中間の性質をもっていると考えてよいでしょう。今後自動車方面への応用が期待されそ

うです。

さて実はみな綴方lとお願いがあるのですが，本年は当支部iζとってま乙とに重大な年iと当って

います。それはζ の秋11月の1日から 3日まで仙台市の東北工業大学で日本鋳物協会の全国大会

が行われるζ とlとなっているのです。乙の件lζ闘しましでは仙台在住の役員7こちでぽつぽつと準

備委員会などを聞いており，実行委員会を発足する乙とに致しましたが， ζれには地元の者だけ

でなく，ひろく東北一円の理事，評議員その他の方々にも委員になって頂くつもりです。実際k

!WH 、てもらうのは主lζ仙台近辺の人になるのは止むをえないζとでしょうが，困った ζとに当地

附近iζはきわだった大きな鋳物工場が余りどざいませんので，いろいろな点で苦労している次第

です。支部会員の皆級方の絶大など援助を切にお願い申上げる次第です。東北支部会員のみな様



方の力強さを示す絶好の機会でもありますので，その点からも何分のど協力によって東北支部の

真価を発揮して盛大な会にしたいものと考えています。

なお話は変りますが，現在払が副会長の任lζ当っている国際鋳物技術委員会の動きもζ の際お

伝えしておきます。毎年各国で開催されている乙の国際鋳物会議には，高度成長時代の日本から

は毎年数十名の出席者がありました。とくにいわゆる鋳物先進国の英，犯l，仏，米国あたりで闘

催されたときは百名を越す出席者の場合もあったようでした。と乙ろが乙の頃は主催国の関係、も

ありますが，日本の鋳物技術はもはや世界から学ぶ何物もないという時代に入り，日本からの出

席者が著しく減ってまいりました。 ζのζとは逆にいえば日本は鋳物を世界lζ教える立場lζなっ

てきたわけで，それだけに世界各国では日本での国際鋳物会議の開催を強く要望している次第で

す。日本鋳物協会としても，はじめは辞退したい気配が強かったのですが，段近では世界の中で

の日本を考えなければならない時代lζ入りましたので，いろいろ問題はあるにしても乙れは引き

受けざるを得ないだろうとの考えに意見がまとまりつつあるようで，結構なことだと思っていま

す。しかし実際lζ開催するとなると， 時間も，手数も，金もかかるし言誌そのほか解決しなけれ

ばならない問題がたくさんあることを覚悟しておかねばなりません。

最後lζ，ζ れは私事にわたって大変恐縮ですが，乙の3月をもっ て私は東北大学を停年lζよっ

て退官いたしました。長い間みな様にはいろいろお世話になり，心から厚くお礼申し上げます。

しかし鋳物関係の研究や教育は乙れからも続けるつもりでいますので今後ともよろ しくお願い致

します。また支恕の事務局も従来通り東北大学工学部金属加工学科内にしておくつもりですので，

その点もよろしく御了家臨います。

綱策するに当って，みな綴方の御健康と御活躍をお祈りするとともに，各工場のますますの御

発展を切に希望して，乙れまでのお礼を申し上げる次第です。

（日本鋳物協会東北支部長，東北大学名誉教授，日本大学教授）
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コンパクト・グラファイト鋳鉄について

1. はじめに

新日本製鉄株式会社

釜石製鉄所副部長

工博千田昭夫$

位近，コンパクトグラファイ卜あるいはパーミキュラ－iii鉄と呼ばれる．ねずみ鋳鉄と球状黒鉛鋳鉄の

ゆfl¥]Iζlまlまは凶づけられる材質の鋳鉄が話題になっている。 ζのi/.j-鉄｛j.材質的IC:も組織的にもまだ確実な

ものでなく不明白Eなと乙ろもあるが，~約すると……球状化処！＇I!の際， f求状化~］の添加盆が不十分である

と不完全f;ji，状~ll,鉛がυられる ω 乙 0）鋳鉄は40 K9/nzl 以上の強度と数%のれ，，びが出ている。乙の材質のもの

は完全球状以鉛のものにくらべ鋳造・性がよく．然伝導＊もすぐれているととがわかった。乙れがインゴッ

トケースとか然サイクルのある 131!/J •li郎品等の鋳物にきわめて有用であると考えられる。アメリカでは姪

状；，u鉛鋳鉄（ Verm,cular gralu te cぉt,ron Jと呼ばれている。一般に腿造上からみると．完全球状

化するの｛j.~必で鉛物令i本をすべて不完全球状~l！，鉛とするほうが難かしいω また不完全沫状線鉛という ζ

とは片状でもfl状でもない中間型の以鉛であり，製造上はかなりの技術を必裂とする。

乙のilf欽は，各社が鋭ってその安定した製造法二そ舷iLしようとしており．かなり技術的ICは6i立されよ

うとしている。したがってその性買についても大凡のと乙ろは明らかになりつつあるむ

2 黒鉛の球状

凶 llζ示されるように，パーミキュラー或いはコンパクト， グラファイ卜鍛鉄は縫片状黒鉛の一極とみな

される。 （図 l怖入J

ホ 本協会理事，東北支部理事，同鋳鉄部会主査
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表 l 中間型黒鉛の分類

形 の 特 徴

分 ni あt大長さ 紋’I、以 さ ASTMの分類
比

μ m μ m 

タイプ I 20 10 2～ 4 ASTM D型

タイプ E 150 50 2～ 5 W 塁2

タイプ皿 150 20 3～ 10 皿 型

タイプ I タイプ E タイプ 皿

C Ca剤により強制脱銃｝ l Ce f長崎） (Mg, Al, Ti処毘）

凶2 中間型 ~lt 鉛のタイプ

現在，工業的IC安定な製造法が確定されつつあるのはタイプEでコンバク 卜黒鉛と呼ばれている。

3. コンパクト黒鉛組織

-' I、入＼
＼」．,. . ., , 

！チ：f：＜＇）ノウ
ゾごζ＼、.,J. 一
¥_J；ニィ

中間型~~~鉛ri，数多くの特徴ある形で表われるので．そ

れぞれの特徴をとらえていろいろの名前で呼ばれている。

1948年．英国の morroghによって発明されたCeによ

る球状黒鉛鋳鉄の研究途中でi弓られた不完全路状認鉛を

quas1flake graphite （準片状黒鉛）と呼んだ。

m1ll1cらはMgによる球状化処P-1!においてMg鼠が不十分

であると同織の組織をみてCom問ctedflake （コンパクッ

テ・ノ ド片状黒鉛）と名付げた。とのほか Semi-nodular 

図3 コンバクト黒鉛

（準球状） , agregate （凝集状） , stubby （切り妹状） ，

clu叫cy（ずんぐり状） , f loc叫ar（毛ぶさ状） , Verm1c-

ular （虫食い状）など各種の呼ばれ方の黒鉛がある。 ζれ

らの黒鉛組織で一般化しつつあり，かつ明確な意味をもらつつあるのがコンバクト黒鉛である。 図3は代

表的なコンバク ト黒鉛組織である。黒鉛は短かくて先綿の丸い分厚い片状で．いわゆる”とじんまりした’

( compacted）敏子からの名前が生まれたといえる。乙の黒鉛は球状線鉛のように分荷量独立しておらず・
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片状黒鉛のように枝分かれして．かつ内節で連絡しているのが特徴といえる。ただ片状黒鉛とのjJ!いは．

板状でなく．分厚L、先端が丸味を待びている乙とである。従って黒鉛片の立体的な連続性がかなり少なく

なっているものはコンパクト黒鉛組織とはいわず．またパーミキュラ ー黒鉛とよばれているものの中ICは

コンパクト黒鉛と区別しなければならないものもある。叡造上は主としてMg,Ce ，または吉区来，あるい

はTiなどの球状化阻害元案を用いてつくられたものがコンパクト黒鉛納織をもっと考えてよいω

4. コンパクト黒鉛鋳鉄の製透法

1) 
Lalich の報告によると Mg-Fe Si. Mg-T1 -FeS1・およびMg-Ca-Ti -Fe St合金を用いて

処処したコンパク 卜黒鉛鋳鉄の銭留Mgfitを凶4のように．肉l手IC応じて型軽出している。乙れによるとコ

ンバク 卜浪鉛の得られやすい合金liMg-Ca-Ti-FeSi合金という乙とになる。

;rREATED, WITH ,Mg-FeS 
0.05 I j j 

,TREATEP WITH 

0.04 

0.03 

0.02 

0.01 

。

I I 

I I 

I I 
I I 
NODULAR 
I I 

協

I : 

I FLAKE I 
I I 

I FLAKE I 
I I 
I I 

I I 

I I 

NOD-
ULAR 

I I 
I I 
I r.1 A J(J;' I 
I I 

LIGHT市石市司H臥 W LIG町田EDIUM"fHEAVY LIGHT可否而lHEAVY 

SECTION SIZE CASTING 

( LIGHT-AFS M ICROCOUPON. MEDIUM-KEEL BLOCK, HEAVY-S"DIA. ROUND) 

図4 各極合金処j!Rによる肉厚と主主留Mgとコ ンパク ト黒鉛

の生成範囲
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コンパク卜梨

鉛を！！｝るMgLtの範聞をたしかめて，凶5をl!t-t.こ。すなわち，合金として(1)CeをふくんだMg-Fe-Si 

合金，（2)Mg-Fe-Si合金および（3)Ni一Mg合金で． ζのうち（2）もCeを若干ふくんでいる。乙の凶5

において．曲線（a）ではコンパクト黒鉛にするためiζはMgi.1を0.015～0.020%のせまい範聞にしなけれ

ばならないa 乙の場合は溶識がお純度であるかCe を全く含まない Ni-Mg 合金処！＇flの場合lζl~｝られるが

実際はきわめて熊かしL、。曲線（b）の場合（:iMg !ilの巾が広い， Ceを含む Fe-Si一Mg合金を用いかつTt

が0.06～0.13%或いは（ 0.08～0.10 %）含まれている滋合がζれIC相当するωζの場合のCe,Tiは

またEvans2）らは C 3.7 %・ Si 1.1 % , Mn 0. 3$ぢの溶湯lζ樋々のMg合金を添加して・

球状

コンパクトは勿論球状もIll米ない。

乙のように， r,R状化Mg系合金だけではコンパ

ク卜 ：.1.~鉛を生成させる条件がきわめて巾せまく実

用性が少ない．従って Ceωような希土頬元ぷゃ

あるいは球状化阻吉元ぷである Ttを併丹1する必

要のある乙とがわかる＂ Evans2）らは， Mg 0.015 

～0. 035 %, Ti 0. 06～0.13 5ち．乙れIC痕跡程度

のCeを合有させればコンパクト以鉛制緩が得ら

.3) 
れるといっている。 Sofrorn らは路状化阻害元

0.02 

H：宮'iMg 

ぷのm'.Jf必~m:を表わす式 KJ]'J{ l土0.1を紐すと

fま状化が阻古されるという Backerudらの式 4)

K 1 = 4. 4 Tt + 2. 0 As + 2. 3 Sn + 5. 0 S b 

+ 290 Pb + 370 Bi + I. 6 A I 

とMgfilとのバランスをみつけるために K2=

Mg hlの上限をひろげ， 0.015～0.03 %の銭Ir/Mg Ltでコンバクト:J.＇，鉛がれ｝られる。 1111線（clでは，

0.03 

コンパク卜黒鉛を生成する銭留Mgの範U.JJ

% 

化阻害元ぷが多い場合で．

0.01 

nHV

勾

f

p

n

v

r

D

8

q

q

u

n

4

ピ
凶
H
Q
山
岡
引
民

a
v
d

凶5

Ki/銭留Mg11として K2のある範闘でコンパク卜瓜鉛が得られるとし， K2を変えて黒鉛の形状との関係

をみたのが表2と悶6とである。 ζれらの凶や表からK2がto～251（なるようにMg.Ti ,Al を調笹添加

すればコンパクトm鉛組織が得られる。したがってK2がto～25になるようにするための適当な合金とし

て考えられたのがC.G合金（Mg4.0～5.0第， Ti8.5～10.5 %, Ce 0.2～0.35 %, Ca 4.0～5.5 %, 

Al 1.0～1.5 %, Si 48.0～52.0 %）である。

コンパタト黒鉛鋳鉄観造上留1ますべき点をあげると

I) Mg, CeともにSと結びつきやすいので，経痴的かつドロス発生を少くするために溶湯のSは0.035% 

以下が望ましい。

2) Fe-Si後種は（ 0. 2～0. 5）必要

3) Tiは材質劣化につながるのでζの返りを他の材質IC用いることはさけなければならない．
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県鉛形状とKt,K2との関係

番 号 Al% Ti% Mg% K1 K2 IP..鉛の 1巴状

o• ー 片 状

0.140 0.110 0.011 。708 64.3 ，， 

2 0.145 0.120 0.016 0.760 47.5 ，， 

3 0.155 0.130 0.019 0.820 43.1 片状＋パーミキュラ

4 0.090 0.120 0.020 0.672 33.6 ，， 

5 0.025 0.120 0.028 0.568 20.3 パー ミキュラ

6 0.045 0.115 0.055 0.578 10.5 

7 0.095 0.150 0.094 0.812 8.5 

8 0.080 0.066 0.070 0.420 6.0 ~ tJ.: 

表2
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K2と黒鉛の形状変化

コンパク ト黒鉛鋳量生の性質

コンパクトM｛鉛鋳鉄の性質はその組織からみて．ねずみ鈴鉄とI求状黒鉛鋳鉄の中聞が］なものであるとと

は予怨される。現在進lζ報告されている乙の鋳鉄の特性の代表的なものをPalmer5）と Sergeant6）のヂー

凶6

5. 

タから遂べると……

引張り強き

表 32）はねずみ鋳鉄および琢状黒鉛鋳鉄とコンバク ト照鉛鋳鉄の引張り強さを示したものであるが・引

振り強さは高力ねずみ鋳鉄より肉目で球状黒鉛鋳鉄の低強度のものに悩がICている。

者E々 の鋳鉄の引綴り特性

分 煩 CE% 磁力 （0.1%) 
':ll偏強 さ

｛中び 3百Kg/., 

ASTM 

A 48-74クラス25 4.4 10.5 17.5 く l

，， H 鈎 4.2 14.0 21.1 ，， 

" " 45 3.8 17.5 31.6 ，， 

コンパク ト照鉛 4.2 23.2～28.8 33.7～40.l 3～5 

球 状 県 鉛 4.2 26.7～33.0 42.2～49.2 7～12 

-8-
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表4 コンパクトJ;l＼鉛鋳鉄の機械的役目

i勾 以 〈径） 鴛，a
C E 

ir. 性 'i'l 1正地組依 44. 5 
ノ。／0 30 53 （手二＇：；） 200 

~b 強
4.3 

7 ェライト
37.2 33.1 31.6 28.6 

さ 4.0 40.8 35.7 33.7 30.6 

Kv/ .,_.: 4.3 ，マ ー ライト 44.9 37.7 36.7 32.6 
4.0 46.9 39.8 39.3 34.7 

4.3 
フェラ イト

26.5 23.5 21.4 19.4 
0.1 % Iii )j 4.0 29.1 25.5 24.0 22.4 

Kv / .,,: 4.3 ，マ ー ライト 31.1 27.5 24.5 21.4 
4.0 34.7 28.6 27.0 23.5 

11i 性 E事
4.3 

フェライト 1.65 1.65 1.65 1.65 
4.0 1.72 1.68 1.65 1.68 

Kg/.,~x JO・ 4.3 
，~ ーライト 1.68 1.62 1.68 1.58 

4.0 1.68 1.65 1.58 

4.3 
7 －＂ラ イト

4.5 4.5 五5 4.5 
4.0 2.0 2.5 3.0 30 

f1!1 び % 
4.3 

パーライト 1.5 LO 2.0 2.0 
4.0 1.0 1.0 2.0 15 

4.3 
7 －＂ライト

140 - 155 135 - 150 120 - 130 120 - 130 
見t さ HB 4.0 180 -205 170ー 180 135ー 145 130 - 140 

( 10/3000 ) 4.3 ，マ ーライト 225 - 245 175 -245 195 -205 160ー 180
4.0 210 -260 175 -240 195 -215 160 - 190 

表4 は一般的lこ先表されているコンパク卜 ：.~，鉛鋳鉄の骨量械的性質を肉）＇／.をかえて示したものであるω 組織

の中II.'.片状以鉛が似ぎるとねずみ鋳鉄lζ近く， fま状：，u鉛の割合がI切すとH状以鉛鋳鉄iζ近くなる。

/jj喰と疲れ

表5Iι；知叫における/jj喰f血を示すが．ねずみ鋳鉄にくらべかなり街喰特性｛まよいといえるu

表 5 コンパク卜Jぷ鉛鋳鉄の後j喰1前 (Ks,• m) 

ノ ッ チ f，. し V ノ チ

0.69 0.34 

0.82 0.34 

1.04 0.34 

一般的ねずみ鋳鉄は0.27Kv・m程度（ノ γチなし）

表 6I立後Hi陸試験温度をかえた場合のもので，明らかに延性ー脆性遷移を示している。フエライト地で選

移温度はO℃～ 15℃の聞にあり，フエライ ト系球状黒鉛鋳鉄とほぼ同温度になっている。衝懲儲からみる

衝察特性はむしろ球状線鉛鋳鉄に近い。

疲れ特性は疲れ強さ比 （引張り強さと／ γチなし疲れ強さとの比）は約0.45で球状黒鉛鋳鉄iζ近い．

切欠係数は 1.75程度． 切欠感受性も黒鉛の端郎が丸いのでICぶい。

-9-



表6 コンパクト黒鉛鈴鉄の街雪量値IC）.えiます細度の影響 （1¥9• m) 

i主 験 温 度 ℃ 
肉 i単国 基地組織

一印 -20 。 10 20 40 ω ω 100 
44.5キ ー ル
ブロ ック

7 ェライト 0.42 0.49 0.55 0.55 0.62 0.69 0.69 0. 69 0.69 

200 径 フェライト 0.42 0.55 0.69 0.69 0.69 0.69 0.76 0. 7 6 0.76 

44 5キ1' - Jレ
プロック バーライト 一 0.28 0.28 0.35 0.42 

200 径 パーライト 0.28 0.35 0.42 0.42 

C Si Mn Mg Ti 

r土：7ェライト地
パーライト地

3. 9 2.0 0.14 0.032 0.108 10回角低片＇ V ／ γ チ

3.6 1.7 0.34 0.020 0.052 

熱伝導性

表7 各符．鋳鉄の然伝塁手率（ LOO～ 500℃） 

熱 ｛丘 t必 ;l{ (W) 
J以鉛組織 C E 

LOO℃ 200℃ 300 'C 400℃ 500℃ 

片 状 3.8 50.24 48.99 45.22 41.87 38.52 

片 状 4.0 53.59 50.66 47.31 43.12 38.94 

Eま 状 4.2 32.34 34.75 33.08 31.40 29.31 

コ y ，マタト 3.9 38. I 41.0 39.4 37.3 35.2 

コン Jマクト 4.1 43.54 43.12 40. I 9 37.68 35. 17 

コ y ，マクト 4.2 41.0 43.5 41.0 38.5 36.0 

~8 各鐙鋳鉄のチJレ化傾向

160 200 

0.49 0.49 

0.55 0.55 

C E 
ねずみ ill 鉄 コンパクト以l鉛ill鉄 ダクタイル ill欽

3 冨田 6 置寓 9 官a 3 ヨ血 6 震国 9 ICI 3 胃国 6 ヨ思ffl 9 . 闇

4.3 ねずみ ねずみ ねずみ 18〔田） 3 （醐） ねずみ チ Jレ 14 (""') 3 ( ...,) 

4.1 ，， ’F ，， 21 （聞〉 8 （聞） a切 22 （皿） 16 （圃｝ ねずみ

3.8 ，， 
" 

，， チ Jレ 15 （皿） " ーチ Jv チ Jレ 3 （四）

注 表中3聞，6四. 9聞はそれぞれば験片の肉J!il,（回）はチル程度を示す指数と考えられたい。大きい聖堂はチ

ル化傾向が大きい。

表 7 は• C E備の奨なる片状，~状およびコンパク卜黒鉛組織の鋳鉄の 100 ℃～ 500 ℃までの熱伝導率

であるが，コンパクト黒鉛鋳鉄は片状黒鉛鋳鉄lζ近L、。またねずみ鋳鉄と同じくCE舗が婚すと熱伝導率が

地加する。 X温度との関係は熱伝導~は 200 ℃で級高で温度がt曽加 11:伴って連続的I(熱伝導~が糟加する

片状黒鉛鋳鉄と異なり琢状黒鉛章者鉄と同じ傾向をとっている。

チル化傾向

表8Iζ各種鋳鉄のチJレ化の傾向を示したが・ねずみ鋳鉄よりはチルしやすいが後種すると共晶セル数と

-10ー



処鉛粒数がふえるω

鋳造性

織がtれは球状成鉛鋳鉄より若干よb、。収舗については

凶 7IC示されるように， E求状線鉛鈎鉄よりは猿り気が少

ない。表而のづIけも．ねずみ鋳鉄IC近く ，収縮巣等の欠

陥は，＇I¥lζくt、といえる。
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凶7 前後76mmの球l診試料における寸法

変化および収納と材質との関係CIJ::砂盟

び

片状Jぷt｝とfi状Jぷ復｝鋳鉄のそれぞれがうまく車JI｛をされた材料という怠味で乙れから発泌が期待される鋳

鉄といえる。ただその！／i}1:法もいろいろ考えられ．安定した材質を容易lζ得る方法を一日も早く係立する

乙とが望まれる。

すむ6. 
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新しい造型法について（静圧造型法）↑

新東工業株式会社

営業技術部長小川登喜蔵

1.はじめに

今日のこのきびしい経済状況下における鋳物作りは，とれまでの量的拡大を第ーとする生産志

向から．品質精度が最も重視される質的要求の時代（C:.入っております。それに加えて社会環境が

公害のない機械を要求し始めて来ました。との環境の中で’鋳物でくらす私たち，をスローガy

l乙皆織と共（C:.鋳物のよさを見直し，鋳物の用途拡大を考えてまいりました新東工業は．いち早く

とのニーズをうけとめ，今後の鋳物生産のあり方I乙対応すべく検討を重ねてまいりました。その

一つの成果として，今回発表しましたこの静圧造型法は，鋳型の中に空気流を通して造型する，

全〈新しい方法であります。これは造型時の振動，騒音を非常に少なくし，又その造型性能にお

いても非常によい結果を得ています。

ζの造製法は．静かであるという意味と，流体力学における静圧（staticprt!ssur巳）を

利用する意味から静庄造型法と名づけられました。

2.原理

パターンプνートにセットされた鋳枠I乙砂を投入後，密閉された鋳枠上面より圧縮空気そ短時

間流します。この圧縮空気は砂の中を通過し，見切面及びパターシの一部l乙取付けられた排気孔

より外部lこ排出します。との時に発生する鋳枠の内部と外部の圧力差による空気の流れが砂粒子

をパターン面に加圧することにより密度の高い鏑型を作ります。

3.鋳枠内の砂の挙動

静圧造裂の砂締まりの状態を調べるために， 砂l乙ペシ トナイトの薄い腐を水平に35u ピ7チ

で敷き，乙の砂の層が静圧をかけたときどのように動くかを調べてみました。

図1はその詳細を説明するもので，図に示すような届が，空気圧をかける前と空気圧をかけた

後で変化する状態を比鮫してみた。段下層の一層においては， 35聞の届の厚きのものが2017U/I 

t乙圧縮されています。また上層部においては35mmの層の厚さが30mmに圧縮きれています。と

のととから下部の層ほど圧縮率が高くなっていることがわかります。とのように静圧造型は，鋳

物砂を瞬時lζ砂付きの狭い所へ圧縮し型込めをすることができます。

特にこれらの圧縮状態を注意してみますと．砂付部のぺントナイトの縞模織が中央部で下向き

↑ 昭和54年 10月26日東北支部八戸大会講演概要
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静庄前

図 1

i l 

静正後

静庄時の砂の動き

に湾幽していることがわかります。これは砂付部の中央部の方が枠及びパタ－YI乙接している個

所よりよく締っていることを示しており，との静圧造型は鋳型の表面だけでなく．内部をもよく

締める作用があることを示しています。

4. ジヨル トとの比駿

ジョルトと静庄の鋳型硬度を比鮫したものを図 21乙示してあります。この図からもわかるよう

に．いずれも見切面の硬度が最高で．上にいく程硬度は低くなっています。ジョノレトの場面は最

高で 72を示していますが，静庄の場合は85を示しており．静圧の方がジョJレトより締りがよい

ことを示しています。また．鋳型上部の硬度については．静圧造型の方がジョ Jレトより低い硬度

になっています。とれは次I乙

スクイーズを行うことにより

上面の硬度を上げることが出

来ます。しかしジョルトの場

合はスクイーズした時に．最

もかつぎやすいパターY上部

上函の砂をジョルト時にかた

めてしまい，砂の流動性を悪

くしてしまっているので，ス

クイーズを行ってもその所で

かついでしまい，全体lC.均一

図 2

80 

e 70 
..s 60 
! 50 
筏 40

~- 30 
; 20 
10 

40 50 60 70 80 90 

鋳型硬度

静圧とジョJレトとの鵠型硬度の比較｛ともにスクイーズなし｝
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な硬度の鋳型を得るととが困難であります。一方，静庄造型の場合は，パタ－：，，上部上面の砂は

それ程しまっていないので．スクイーズを行う時の砂の流れがよく，全体的に均一な硬度の鋳型

を得ることが出来ます。

5.使用空気圧と鋳型硬度

砂面上にかける空気圧力と鋳型硬度の関係を示したのが図 3です。この図は横舗に空気圧力を

縦軸l乙鏑型見切面の硬度をとっております。図でわかりますように空気圧が高いほど鋳型硬度が

高くなってきます。例えば，ある鈍物砂で

は6脳の圧力の場合87の硬度であり， 9

影の圧力では92の硬度が得られます。一

般の鋳造工場のエアー圧は4～6踏であ

りa 低い方の値で4.sttの場合をみても 80
の硬度を得るととが出来ます。この静圧造

型はこのエアー圧が鋳型硬度を左右する一

番大きな要因となりますので，できるだけ

高い圧力のエアーを使用することを推奨し

ます。

100 

95 

生 90

型 85

硬 80

度 75

70 

65 

60 
1 2 3456  789  

空気源圧力（魁）

図3

6，鋳枠の面積効率

砂付きの狭い部分l乙砂効1どのくらい入っていくか，文その部分の鋳型硬度はどのくらいになる

かをテストした結果を図4に示します。
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且

図I乙示すように， 260φX 200 h のテストパターγを鋳枠I乙近づけていき，その時のキャピ

ティー側面の硬度を測定しています。側面硬度①②③は砂付寸法Aが307l!lllで平均硬度81を

示しています。

もしジヲ Jレト式でこのようなパターシを造型する時は，このA寸法は一般的に 75～ 100mmを

必要とします。しかし静圧造型では， A寸法を30uまで近づけても十分に造型出来，製品を作

ることが可能です。

このととから製品と枠との聞編，及び各製品聞の間隔は，今までの造型法よりも少さく出来，

多数込めの場合は 1枠内により多くの製品を入れるととが出来ます。

7.型銭き性能

型抜き性能については，各種の深い島のあるパターシを作ってテストしました。図5はそのパ

ターγの断面と各部の鋳型硬度を示します。ジョlレトで造型する場合，型抜き可能な寸法は一般

に島の高さと島の直径の比が 1: I，文鋳枠側面との砂付き寸法は，パターン高さと砂付き幅の

比が1.5 : 1程度でありますが．静圧造型においては，島の深い所で 2: 1，砂付部では3: 1 

の深さのパタ－：.，を造型することができます。

型扱き勾配については．ジョ Jレト式では島部外周で2。～30の勾配を必要としますが．静圧造

型では，島部で 1o. 外周勾配は0.5。で裂を扱くことが出来ます。 このような深い島部の鋳型硬

度は図l乙示された如く，一般の平面硬度よりは少しほくなっていますが80を越えています。

文ジョ Jレト式では．ジョJレト時の島の縁切れとか．硬度不足iこより型抜き性が悪いが，静圧造

型では造型中の島の縁切れは全くなく．かつ．島部の鋳型硬度が出やすいので，型依き性能は従

来の造製法よりもかなり向上できました。

ω 80¢ 70世1 I 40 30世 100世 ω 

90 87 90 

5月

t正き勾配 島 g巨γ 外 l司0.5・
図 5
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8.製品の寸法精度

この静圧造型法で作られたE製品の寸法精度を測定した結果を図6と図7（乙示します。

とのテストに使用したパターンは 260<;21111111×150hmm，肉厚は 17.57/IJIの円筒形のものです。

との円筒形の製品，直径A寸法の精度は図 61乙示すように，従来の造型法が静圧造型I乙比べて 1

～ 2聞大きくなっています。文肉厚については図 7（乙示します。特i乙枠との砂付寸法の少ない8

部と砂付の大きいC部を比較しますと，従来の造型法の場合は0.8～l聞の差があり，文ノミター

ンの基本寸法よりも大きな差がありますが，静圧造型法の場合は．その差がいずれも小さく出来

ています。
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!'J.品重量を比鮫してみますと，従来のものが 18.4 K宮，乙対し静圧は 17.6 K9となり． 約 5%の

重量軽減になっています。
曹

とのようなことから，精度の高い鋳物を作るには，この静圧造型のような全面的に均一な鋳型

硬度の得られる造型織が必要であるといえます。

9.静庄造型後

このように利点の多い静圧造型法を採用した造型機としては，枠付造型機と無枠造型織の 2骨量

種をゾリーズ化しています。

枠付造型機としては．既存のAV S形にかわる造型機で，形式名をAp Sとしています。場合

によっては高圧造型織との置換えも可能であります。造型機本体は4本柱で支えられ． 砂入れJV

ーパーと静圧織構が，ンャ y トルするようになっています。 下部は鋳枠クラ yプと裂該きを兼用す

るνリングーが一本だけある簡単な機梅となっています。文型扱きを正確に行うためのνペリン

グピンも採用しています。表1にこのtノリーズ織の仕織を示してあります。

無枠造型機としては，

Iステ－；／ョン型のFB

S-Pジリーズと. 4ス

テ－·：ノ ヲ :;I'~の F 13 Mー

（表 1) 

APS-4 APS-5 

基本枠寸法（内寸 ） 600×800×250H 750×1000×300 H 

造 箆 速 度 25秒 25秒

スク イー ズ面圧 5踏 5魁

使 用砂量（片枠） 200K9 310 K9 

p .：ノリーズとがあります。

との型式のものは．今

まではプローイ γ グ方式

で造型されていましたが， これを得圧にかえることにより， パターンの影の部分にあたる砂づま

り不良及びプローノズルの砂づまり等の問題を解決出来ます。

1ステーνョンのFBS-P，：ノ リーズは中央ステ一色／ョ γで造型， 中子入れ.t友枠を行います

が， FB M ” P，：ノリーズはこれらのものを別々のステーνョンでなされます。 これは中子入れ作

業が非常にやりやすく なると同時に高速造型も可能にしています。この他には既存のFMM-2 

型と同じ枠寸法のF8S-P O裂もl凋発されています。 表2，乙これら無枠造型機V リーズの仕織

を示してあり ます。
（表2) 

F!3S-Po FBS-P2 FBS-P3 FBM-P2 Fl3M-P3 

基本粋寸法 450X350Xl20 H 520×420×1501-1 650×550X220H 520X420×150H 650×550×220H 

造型速度 60秒 30秒 30秒 15秒 18秒

スクイーズ面圧 10 魁 8.2踏 10 悩 8.2 魁 10 髭

使用砂1凪上下枠） 53 K9 90 K9 220 K9 90 K9 220K9 

n
H
U
 



10. これらのまとめ

I. 精度の高い録散を作る

鋳物のはり，及び故け勾配の少ない鋳物が出来る。

2. 後処理の工数低減

パムハグミの少ない鏑物が出来る。

3. 生産性の向上

枠面積の有効利用と，振動がないために保守費が低誠する。

4. 型貨の低減

ジヲJレトがないために裂の摩耗が少なく，又型の材質においても木型・樹脂型の使用が可能

です。

5. 振動．騒音の少ない機械

作業環境及び公害l乙対する心配がない。

6. 省資源志向の設備

スピjレサシ ドを少なくすることにより，副資材．電力費等の節減につながる。

7. 基礎工事費の怪減

ジョ Iレ卜がなくなり造型機全体が浅くなるための低減

8. 中子ttの低減

深い鋳銭きでも現型造裂が可能になり，中子の使用量が少なくなる。

11.おわ りに

この静圧造型法の開発によって．今後の造型機のイメージは大きく変っていくものと思われ

ます。今後も皆綴方の御意見，御批判をいただき．これらの織織をさらに良いものにしていき

たいと思います。

n
u
d
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丸山益輝先生を悼んで

室蘭工業大学教授

工憾井 川 克 也＊

丸山益的｛先生が 12月19臼南京大学において急逝されましてから早くも3ヶ月が経過しました。

本年2月号の白木鋳物協会誌や日本金属学会会報には先生の遺影とともlと心からの追悼の辞が掲

載されています。それらを拝見して，昨年 12月20日Iζ日本鋳物協会北海道支都の事務局から電

話でその旨を知らされたときの鷲きと胸の摘みそ思い起こしています。

思えば払が先生と綬しくしていただくようになったのは昭和37年頃，日本fJ.J物協会東北支部の

活動を活発にしようと考えていろいろ御相談申上げたのがきっかけだったと記憶しています。諦

rti.1会の開催や，支部会報の発行や，大平先生を支部長lζ仰いで大いに情熱を傾けたものでした。

先生は金属材料研究所の音谷研究室の助教授として，私は金属工学科の大平研究室の助教授と

して大いに研究面でも突っ込んだ議論を交したものでした。私よりも 6年先鍛の先生は滋しい議

論の中lζ温かい心づかいで後輩の私を元気づけ希望を待たせるような話のしめくくりをしてくれ

るのが常でした。昭和37年lζ私の学位論文を提出した折，音谷先生も副査として論文を見て下さ

いましたが，音谷先生は 「丸山君とディスカッションしなさい。丸山君がウンと言ったら大体良

いでしょう」と言われ，その足で丸山先生の所でかなりきびしくしどかれたのを憶しく思い出し

ます。

先生が広島大学lζ招かれて仙台を離れたのは昭和40年でしたが，しばらく御無沙汰したあと学

会でお会いした折「君，やっぱり一国一城ぷ圭1まいいよ」 と広島lζどっかと腰をおろして仕事が
幅広く進み出した乙との喜びを洩らしておられました。そのことが耳に残って私も昭和44年に室

闘に移りましたが， 一国一城の主の良さは勿論ありますがつらさもかなりのもので，その頃丸山

先生は工学部長として，全国的にも最も激しいと言われた広島大学の紛争処理l乙身を挺して居ら

れました。その間3年4ヶ月 ，御無理を重ねられた結果心臓発作で.@Jれその後しばらく静養iζ努

められました。

昭和47年，私も室蘭lζ移って3年たち，研究室作りも一応の枠組みができて乙れから実質的な

充実をと考えて気持ちに若干余裕ができた頃，やはり思い出すのは仙台時代の懐しさです。春秋

の鋳物協会大会の折，仙台の$業生や大平先生，研究室の皆さん，丸山先生，金森先輩などに集

まって貰ってータ楽しく過そうと 「仙鋳会」なるものを考えました。その年の10月の大会は広島

市で行われましたので丸山先生lζ第 1回目のお世話をお願いしました所，快よく引受けて下さい

ました。当時は工学部長の3年目で最も多忙な頃だったと今から思い返しておりますが先生の頼

まれるといやと宮えない御性絡がにじみ出ているようです。 一方，先生も仙台を離れて7年目で，

＊ 現在，東北大学工学部教授
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凶．

やはり仙台への郷愁断ち難いものがあったのでしょう，それ以後ほとんど欠かさず出席して下さ

いました。病気が回笹された後は奥様もお連れになり会が一段と和やかlζ盛り上るのでした。府
ぶし

上，先生一流の談論風発は，いわゆる「丸山節」と愛称されて，それを聞くのを楽しみに集まっ

てくる面々も多いようでした。おかげ織で昨年秋で 15回を数え日本一周を果たし，→Y下年秋は広

島でしたが，広島田婦を記念して一年繰上げの丸山先生還暦祝いも行われ，先生の御喜びの綴子

が印象lζ残っております。第16回目の仙鋳会から先生にお目にかかれないと考えますと大きな穴

が空いたような淋しさを禁じ得ません。

鋳物協会の理事会で東京で2ヶ月iζ一度お会いするのが，はるばる室聞から上京する楽しみで

した。会のあと協会事務所から新縞駅への途中にある行きつけのビアホールで・大平先生と 3人で

しぱしの雑談に花を咲かせるのでした。国際鋳物会議副会長の大平先生，広大高等教育研究セン

ター長の丸山先生，室工大附属図書館長の小生と，それぞれ難問を山ほどかかえた3人が列車の

時聞を気にしながら瞬時を借んで語り合うといった具合で，特tζ豪快lζ笑いながら口もとにちょっ

とはにかみを見せる独特な丸山先生の表情が懐かしく思い出されます。

私が最後lζ丸山先生lζお会いしたのは昨年の10月13, 14日の名古屋での鋳物協会大会でした。

先生が研究委員長として企画された大会期間中のシンポジウムの第2固として鋳欽研究迎営委員

長の払が世話人となり 「鋳鉄の然処理シンポジウム」の開会の挨拶を先生にお闘いしたときでし

た。翌日岡山で機械学会の集まりで講演をま「lまれているとかで，開会の挨拶を済まされてすぐ会

場から姿を消されましたが，弘は第l番目の講演者でしたのでゆっくりお別れもできませんでした。

しかし，その 10日ほど前， 10月4日， 5臼と先生が室聞にお見えになりました。 ζ れは1つ

は広島市の工業技術センター設立の調査委員長として東北，北海道の公立試験場を視察されると

いう目的と，先生が最近著書として刊行された「科学技術論」について室蘭の大学でも是非諸前

をと小生がお願いしたためでした。 3日の夕方束室fllii駅にお迎えし， 4日は大学で小生の11年間

の軌跡を見ていただいたり，一番大きな教室で講演をお願いしたり，また夕方は日本製鋼所lζ御

案内して，製鋼所長の川口さんや研究部長の鈴木さんらと楽しいひとときを持つ乙とができまし

た。 5日は日本製鋼所をゆっくり見ていただき午後の列車で札幌K向われました。私が室聞に赴

任してはじめての御訪問で，仙台を維れた2人の聞にだけ通ずるような何か温かい共感を覚えな

がら泌みじみと過した2日間でした。今から考えると， 仙台，盛岡，室J/{ij，札幌と廻られたとか，

綬しい人々とお別れをしlζ先生，お廻りになったような気がしてなりません。

昭和28年，弘が東北大学lζ助手として勤めてから数えて27年間の長いおつき合いでした。大

学の研究者として，教育者として，また大学運営の一翼を担う者としてのあり方を1¥,"Iζ私の先へ

先へと歩かれて身を以って示してくれた先生でした。一緒lζ本を出そうとか，国際会議iζー絡に

出かけたり，その日本開催を計図しようとか，お会いするたびに楽しいプランが立てられ， ζれ

からのおつき合い乙そ系晴らしいものになる筈でしたのに。先生lζ先立たれた悲しみは私にとっ

て終生続くことでしょう。

まばゆいばかりの光芭が中国大陸で一瞬消え去ったあとの暗黒ICic然として目を乙らし，いた

ずらに先生の御魂を探しあぐねている私です。
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心から先生の御冥福を御祈りいたします。

（昭和55年3月21日）

三島女学園と／／科学技術論 II

一一故丸山益輝先生を偲んで一一

東北大学工学部助教授

工博渡辺 融事

仙台市の中心地にある学校の郊外への移転が， ζの所，目立っているようだ。私が学部の4年

生で，当時，金研の助教授をして居られた丸山先生の下で卒論実験lζ精を出して（？）し、た頃は，

?I）論，三島女学園は現在の市立病院の所にあった。いまはもう規制が厳しく，公務員のアルバイ

トは認められる時代ではないが，その当時は，さまでうるさく制約されるととはなかったのであ

ろう。丸山先生は三品女学園（短大ではなく高等学校の方）へ数学の講義に行って居られた。勿

論，好き好んで行っておられた訳でもないと思うし，その時代は，先生の給料も非道い頃で，や

むなくと云った面もあった事と思う。しかし，反面，先生御自身も結構，楽しみながらという事

もあったようである。口さがない女学生連中から，確しか，アチャコ先生’の郡名を頂蔵した筈

である。在、が直接，聴いた訳ではないのであるが，ユーモラスで，しかも内容のある講義が展開

されたζ とであろう。そうでなければ，可愛らしい女学生諸君が研究室lζ遊びにくる筈もなし、。

ある時，先生が乙の学校の試験問題を作成している時かそれとも採点をしていた時か，よく記

憶・していないのだが，ひやかし気味にそれを見ていた小生が問題がおかしいのに気付いて，それ

を何気なく指摘した所，急、lζ先生が怒こり出し，智くたってから，小生の所に別の数学の問題を

持って乙られ， ，お前乙の問題，解いてみろ’と云われ，果気iζ取られたのを記憶している。ま

さかプライドを庇つけられた訳でもなし，一体，どう云う＊だったのか，今もってよく判らない。

広島大に仰栄転後，仙台lζ来られた時は，小生の安アパー トが常宿並みになっていたが， ζの

度，中国lζ観察iζ行かれる少し前lζ室間工大で，技術論’の講義lζ行かれるとのととで，途中，

仙台に寄られた。一晩，先生の脅かれた ，科学技術論’（丸善発行）の内容に就いて，おたがい

浦団iζ入りながら，話し込八ノだ。先生が9年がかりで案を絞ったとのζ とで，立派な内容の本で

あり， mm，装舶など，御家族の皆様の御協力の下に出来たものである由であった。ただ私とし
ては，総論の，丸山調’の意気込みが，後段の各論では影を潜めてしまっているように思えた。

それで学生時代の前述のこともあったので，おそるおそる書感を述べたと ζ ろ，先生は，勿論，

＊ 東北支部理事，同鋳鉄部会幹事
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幾分の反論もあったが，意外に素直にそのζとを認められた。後で考えれば， 先生もある程度，

老境に入られたのであろうか，今は知る由もない。

，急、駕玉砕す’芥川飽之介が作った弔辞の中の一語であるが，正にそのような逝去のされ方，

今もって信じられない。心から御冥揺を祈る次第である。

工場試験場巡り

山形県立庄内工場試験場

場長兼技術指導部長

坂本道夫＊

所在地 ；山形県東凶川郡三川町大字押切新田

字佐木25 e 997-13 

電話；023566-4227・4228

場長坂本道夫

1. まえがき

山形県立庄内工業試験場は，

庄内地核における機械金属，本

工，化学関係の産業の復興をは

かるための機関として昭和54年

4月1日K，それまであった鶴

岡工業試験場（鶴岡市）と庄内

木工指導所（樋岡市）とを統合

し新たに庄内工業式験場として

発起し， 三川町lζ新庁舎そ新築

し移転しました。 写真 1 山形県立庄内工業試験場

市 東北支部理事，同鋳鉄部会委員
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乙のζ とは附和47年iζ山形県工業技術恕談会が設置され 「山形県工業技術振興の方策と工業

技術研究指導体制の夜り方」について付議し，産業界の将来と発展方向lζむかつて検討した結

果の処間で，山形工業試験場では， 54年度予算による事業完了をまって移転し，完成後は山形

工業t支術センター（仮称） Iζ改組し，中央的機能をもった例究借導を実施する計画ですが，そ

の時，庄内工業試験場は，サプセンター的織能をもって庄内地区の機滅金属，木工， 化学分析

部門の指導織！刻となる予定である。その他米沢iζは現在，米沢繊維工業試験場がありますが，

ζ れに織械金属部門を設置し，位協地区の指導機関になる計画もあります。

2. 圧内地域の工業

庄内地域の総事業所数は 1,600ほどあるが殆ど匁細，中小企業が多く，工業生産額は県全体

のほ~·24 チちを占め，村山，位賜iとつぐ地域となっている。他の地域と乙となり，重化学のウエ

イトがr::;iいのが特徴とみなされる。庄内地域の工業化は明治の一時殖産仮興政策により縫進さ

れはしたが以降は工業化は眠ったま hで，むしろJ旦業，山村社会として停止されたま』今日iζ至

った感がある。乙れは，明治以来の国政による乙とと工業化への駈極的意欲の欠如によるもの

と考えられる。

何れにしても現在の企業の実態は，①企業規模の零細性（資本装備率の低位，労働集約型の

企業が支配的） ，②部品或は半製品を生産する下前型企業が多い，＠地元資源型工業〈食料，

木材木製品，窯業土石等）が支配的である，＠技術水準の低位 というζ とで工業生産品の生

産性がきわめて低位にあるというζ とである。従って今後庄内地域の工業化をす弘めるにあた

っては，一つは，他力では企業誘致であり，一つは自力で，地元企業の育成及び自主技術の開

発による新鋭産業：の育成をはかる必要があると考えられる。

それには行政的lζは虚業基盤の整備が必聾であり又工業化K対する積極的な意欲をもたせるζ

とと，そして技術水準の向上につとめなくてはならない。その意味で庄内工業試験場の役割は

大きく重大で庄内工業化のため 「技術J水準の向上に積極的iζ取り組んでいかねばならないと

思っております。

3. 規模，機構等

(1）焼 模

敷地面積 15,779.645 71l 

他物延面f1i 2,416.955 71l 

（内訳） 本館 989. 770 rrl （地上2階）

実験練 1,298.990 71l （地上l階）

all'.廊下 55.0 71l 

その他 77.195 nl 
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(2) 組織，機繕

総務課…

（課長佐々木哲也） 4名

技術指導部…・

場 長一一寸 （部長，場長兼務） 7名

（仮本

分析試験都….......

（部長小林裕一郎） 2名

吏員

｛人事給与予算決算…管理

公用車，ボイラー取級等

｜①機械金属関係の試…部 機械金属

開放試験室の巡営

＠木工関係のデザイン，加工技術，塗装技

術の試験及び指導

（金…叫肌の州…
試験，水質分析開放試験室の迎営

区 分
事務技術

技術手 運転手 計

場 長

総 務 課 2 2 4 

技術指導部 6 1 7 

分析誕験舘 2 2 

計 2 9 1 2 14 

(3）主要設備

本文末尾iと機械金属関係の主要設備表を記載します。

4. 業務 内 容

工業試験場の業務は，試験，研究，

指導が三本柱となっておりますが，当

工試は職員，設備等の関係で借導と依

頼試験を重点業務として，現在実施し

ているが，研究については指導のため

の基硲研究と地域lζ密若した必要な項

目について，単独或は共同研究として

取り上げて行く計画である。現状の概

要は次の通りとなっている。

(1) 試験研究テーマ

〔技術街導部〕

o新材種工具による切削加工技術 写真2 機械加工試験室
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写n3 溶接加工試験室（アルゴン溶接機）

写真5 鋳物砂試験室

。型材の溶接による i~Jれ性とその防止技術

ロアルミニウム合金の溶綾技術

。家具製品の品質向上lζ閲する加工技術

i未利和よる新しい家財作i
家具の品質向上lζ関する加工技術l

o塗膜の耐汚染性の研究

。製品のデザイン改善と加工技術

〔分析試験部〕

。産業排水処理技術の研究

（微生物処理技術の試験研究）

(2）指導業務

写真4 金属組織検査室

写真6 鋳造試験室（金型鋳造試験）

巡回技術指導については一般巡回技術指導は年間10企業（機械金属と木工） ，簡易巡回技
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術指導は年間40企業（機械金属，木工）と公害巡回技術指導は年間4企業〈水質問係）と計

画怠れ実施している他に当工試単独で月lζ2El機敏金属，木工，化学関係等について個別lζ

要望のあった企業或は技術相談等に来所された企業又は屯話で相談のあった企業等を巡回し

実施指導lζもあたっている。

指導部門で最も重点そ置いているのは開放試験室の迎営で，機純金属と水質分析の開放試

験室があり，各企業lζ設備を無料で開放し各企業の品質管理の上から役立つようにしてし唱。

その他iζ業種別の講習会を年間4回開催する乙とになって居ります。技術者の益成につい

ては伝習生制度の利用，或は技術者研修所による研修（本年度は木材工芸部程の短JPJ/珂修を

実施）も行なわれ企業で役立つ技術者を養成しています。

(3）受託業務

3式験，検査設備をもたない中小企業のため，依頼に応じて機器，測定器，部品，材料等に

ついて各種の試験，検査，分析等を行ない成結書を発行している。

5. 試験場の後援会及び各種研究会

工業試験場の運営に協力して文試験場の利用を効果的iζ行なう目的で圧内工業技術振興会

〈会長須藤重三郎）が昭和54年9月18日会員 182名（機械金属，木工，化学関係企業〕で発

足した。工場試験崩の予算で十分出来ないゴ五j：をカバーしたり ，新設備の設住導入等について

県当局lζ陳情をなし実現万を図ったりする乙とを主目的iζしているが，更に下部組織と して各

種研究会を各企業の技術者mを中心にして発会させる乙とになっており現在まで次の研究会が誕

生して活動をす』めている。

(1) 筏械加工研究会 ( 21社加入）

(2) 溶銭研究会 ( 20社 II ) 

(3) 水質研究会 C 35社 P ） 

6. 鋳造に関すること

圧内地域における鋳物工場は，誘致企業を含めて13社程度で，山形地区に比較すると物の数

ではないが，泉自動車工業鞠鶴岡工場，鶴岡プレーキ側等技術レベル高い企業を除けば殆ど，

中小零細企業で技何レベルについても数十年来変りばいしない状況である。試験窃としても，

現在常温鋳物砂試験機一式，金属顕微鏡，材料試験機一式設置し各企業iζ開政し，又依頼試験

lζ応じており，技術的指導については外部講師或は当場職員が乙れにあたっている。

今後の課題としては，庄内K於ては住友軽金属暢が誘致された以上，そ乙より製造される粗

材を使用して，二次加工の可能な企業を育成する乙とが望まれており，当試験場としても，ア

ルミニウム合金の溶接，プレス，鋳物lζ関する試験研究を進め．指導の基礎データ作成に目標

をおいて計簡をす hめている。

鋳物についても出来得れば霊力金型鋳造，低圧鋳造，ダイキャストについて．やれる企業を

育成していきたいものと考えております。
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M:t灸lζ昭和 54年度の庄内工業試験場の最初の巡回指導業務lζ支部長の大平先生に大変御世話

岐になりました。 紙.！・.を借 りて御礼を申し上げる次第です。併せて臼本鋳物協会東北支部の今後

の御発展を術l祈り巾し上げます。

主 要設備表

（機織金属関係）

名 事五 製 作所 名 仕 様 数量

プ ロ ツ ク ゲ 三J 側 首I 上 A級

万 能 説リ 長 t幾 束1虫カーJレツアイスイエナ社 最小目盛lμ 

万 能 測定 顕 微 鏡 側 津 上 T-UMM200 D 

工 場 顕 微 鏡 一 コ ン 2型単眼

万 i~ 投 J束J、Zそ壬 機 日 本 光 学 側 投t与レンズ×10, 20, 50 1 
、、

真 円 度 保リ 定 機 鮒 束 尽 精 密 ロンコム2D

表 面 あ り さ 計 側 東 尽 精 密 縦倍率最大X100,000 

北h庄式 万 能材料試験機 側 島 将E 製 作所 100 t，電子自動平衡式

ブ 耳、 Jレ 硬 度計 鮒 津製作所 油圧式3,000kg

ロックウェル硬度計 i珂 石 製 作 所 自動セットダイヤル式

金 属 顕 微 鏡 オ ン ，司 ス 対物レンズ，ンプランアクロマートレ ズ

マ イクロポリシャ ク フ タ 製 砥石13サ0φイ×ズ7×70φ 1 

視 式 高 速試料切断機 J¥.. 千 代光器側 TC603 1 

工業用 X線透過検査装置 理 学 'r1c1 、 機 側 全出力角度120～200 kvp 1 

超 1臼:r. 波 探 ｛昆 機 側 東 Jr,. 計 器 l～10MHz 1 

シ リ コ ンメ ー タ ロースアンド・ノースロップ 表電示極装器N置°rlu4i~~8

常温室~J 物砂試験機一式 家f 東 工 業 胸 富市II~号；事務
ノ コ 盤 側 ア ．マ ゲ HA-250 1 

出1 速 和 密 旋 盤 山 崎 鉄 工 所 MATE360×570 S 

立 形 フ フ イ ス 型建 日 立 精 機 側 MS型

万 能 円 筒研 削査定 3国5ι¥ 回 工 後 側 GUS32×50 1 

平 面 研 削 重注 師 三 井 工 作 所 MSG-250, H-2 

万 能 工 具 研 削銚 側牧野 フライス製作所 C-40 1 

ホ ーー ン ク 鍍 富 士ホーニング鮒 FB-2 1 
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名 称 製作所名 仕 蟻 数量

ラッピングマシン 蓄え． 井 産 業 側 7BT 

ア Jレ コ ン溶俵機 大阪変圧器溶接機事業部 AE-300 

原子吸光分光光度計 日 立製作所側 目立508型

分 光 光 度 計 臼 立製作所側 139型 1 

炭 業 分 析 装 世 L E C 。宇土 赤EC外－線1ガ2型ス分析法
硫 黄 分 折 装 比~ 堀 場 製 作 所 2KVA 

塩水噴霧試験機 ス ガ 試験機脚 ST-IS0-2 

昭和54年東北6県鋳物ニュース

｜青 森県｜

昭和54年の上期は，資材ならびlζ高I］資材の高騰，製品安の問題をかかえながらも，比較的順調

に生産されていたが，下期は次第iと受注減の傾向が見られるようになり，さらに材質，す法，な

どの品質はより厳しい条件が要求され，それに加えて原油価絡の問題があるなど ， ヨ1:.1~＼°1ζ不安な

状態におかれている。

乙のような状況下にありながらも， 1lU公害省資源の見地からVプロの本給稼ill/J，述硬性，有機

自硬性鋳型の導入，砂再生装置の新設を行い，さらに受注目H拓のため新しい分野lζ働きかけるな

ど懸命の努力が見られた。

また今年は2月lζ鋳鉄部会の技術委員会，見学会， 10月lζ支部大会が行われ，大平支部長はじ

め会員の皆様方のど協力と，ご支援により無事終了する ζ とが出来，乙乙lζ感謝いたします。

試験所ニュース

機器の新設

1）高周波誘導炉（神鋼包機）

1m師、2炉方式（ 50kg I 10kg〕

2）パーサメット金属顕微鏡（ユニオン）

（青森機試，金属課長新山公義記〕

n
H
V
 

内
ペ
U



業界の長況

1後械j)j物は，；7J霊地eから各企業ともフJレ操業状態となっている。しかし，原材料，資材の値上

り分を受注単価Iζスライド出来ず，採算性を圧迫しており， ζの状況の打解策としてPCライン

を自動造型ラインIζ切俊え省力化を図る企業が泊えている。

工芸鋳物は，長い低迷状態を脱し，注文品は順調で，活況を示したが，自動造型ライン設置等

によるl立産体制の確立は，業者間の鏡合を激しくしており，新製品開発による新分野への進出に

よる前~拡大が却屈となっている。

；｝＜沢鋳物産地は，国の産地指定を受け，県が仮興ピジ ョンを策定し， 産地組合が， 5ヶ年にわ

たる振興計画佳作るなど， l!JJ臼のi刃物産地づくりのスタートがきられた。

工試ニュース

0 55年度の技術開発補助事業（共同研究）への取組みがさまり，名古屋工業技術試験所を指導

機関として，他県5工武と行う予定。

テー7 は，寒冷地における有機目硬性鋳型の硬化対策の研究

0 技術講習会

J!LJ和 54年 11月 13日

テーマ 「i).J造工場の品質ー管理」

講師 コンサルタント近藤武司

昭和 54年 9月7日

テ－7 「品質管理について」

「分割送風キュポラlζついて」

講師 技術士小林 E主義

技術土篠宮信義

0 迎田技術指導

昭和54年 12月10日～ 13日

指導員 名古邑工業伎術試験所主任研究員太田英明

。人・j"J:異動
岩手工試堀江 l暗→岩手大学金属工学科

静岡工試 大内政弘→岩手工試

、、、

〈岩手工試，機械金属部長栃内淳志 記 ）
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｜秋田県｜

1.現状

昭和 48年の石油ショック以来低迷を続けていた本県・鋳物業界も，昭和54年上JU］以降受注品

も漸増傾向lζあり，周年下期にはほぼ昭和48年上期の最盛期K匹摘するまでlζ回復し，活況を

呈している。

しかし，受注量は地加しているものの，受注単価は依然として安く，加えて各種資材や石油

等の高騰により収益の悪化している企業が多い。乙のため，従来lζ引続き誠晶体制を強化し，

新規採用を見合せている企業も多い。

各企業の手持受注も昭和55年3月までは確保しているが， 4月以降の受注については屯ノ3の

値上げ率や，石油の－:Ii'!は別として→面必の上昇の目途が立たないなどのため，単価回での予

測ができず苦慮している。

一般に公共事業関連は比較的活況を呈しているが．機械鈍物関係は今一歩という状況である。

2. 業界ニュース

設備の増設：北光金属工業悌では7月3ton低周波誘導炉1基m’設し，m在フJレ隊働しても喝。
新製品開発：秋田県において昭和54年度新設した日k閏県中小企業技術開先研究世補助金」

の交付を受けた側地図鉄工場では，乙の度 「超向吸困型物移送ポンプ」を開発し，販売に乗り

出している。

3. 工試情報

1）集中技術指導普及鵠習会

3月29日包囲工業梯（銅合金鋳物）において開催。

2）集中技術指導

6月より8月までの12日間工試験員により集中的ICQ菊地図鉄工場の技術指導を行った。

3）一般巡回技術指噂

2月より 11月までの岡県内10企業について外部講師及び工試験員により現場指導を知iffi

した。

外部講師：

新日本製鉄側釜石製鉄所 千田昭夫氏

工技院名古屋工業技術試験所太 田英明氏

（秋田工試，場長石屋良之 記）

｜山形県｜

1. 業界状況

オイルショック以来の不況に苦しんでいた鋳物業界であったが，本年iζ入り漸時受注量増加

の傾向が見えて来た。しかしながら業界をとりまく状勢は依然として厳しく，石油をはじめと
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する諸物価の上昇＇./;t益々経営を圧迫し深刻な事態となっている。

ζ うしたなかで，山形鋳物工業団地協同組合では鋳物工業産地振興パイロッ ト事業を計画し，

産地休質の改苦ー，専門生産体制の確立など目僚を立て事業の位進による局面打開lζ期待を寄せ

ている。

2. 省エネルギ一対策

山形非鉄Vi物L業協同組合では燃料重油の不足で苦しい状況lと立たされているが，乙のたび

組合全企業の溶解炉，保持炉の炉壁の改造を行ない宝仙消費量を約10%節減する乙とiζ成功し，

吏iζ排熱利用など省エネルギ一対策について検討している。

3. 伝統工芸士会の発足

会員相互の組陸協和lζより業界の振興，後進者の指導育成を図る ζとを目的として，今まで

に伝統工芸士の認定を受けた人達を中心K，山形伝統工芸士会が1月lζ結成され，伝統工芸K

l姐する作品展示会，研究会，技術指導など活躍している。

4. 技術研究会だより

2月 18B （日） 14.00～17.00 

「我社における耐熱鋳鉄の現状」

側名和鋳造所 石沢健蔵氏

10月8日（月） 18.00～20.00 

「鋳遊技術の問題点」 （討論会）

5. 工試ニュース

、、、

鶴岡工業試験場と圧内木工指導所を併合した圧内工業試験場は三川町lζ建設され， 5月lζ開

所し業務を開始いたしました。

庄内工業試験場長波本道夫（前山工試企画室長）

（山形工試，金属部長荒井清志記）

｜宮城県｜

（概況）

本県の鋳造業界iζおいても，仕事量は増加の傾向のようであるが，製品価絡は据え置き原材料

の値上げ等かなり厳しさの情勢iζあり，一段と企業者の自主努力がせまられているようです。

鋳鋼鋳物工場においては，鋳型の選定や齢、管理lζ注目した造型技術を検討し， 鋳鉄工場では溶

解炉の経済性そ考慮，ヨ，ミ鉄事IJ物工場では，熱効率を向上させる為保温化や屯気炉溶解を行なった

り，金型鋳造による高品質化を図る工場等々，その対応は種々である。

企業者にとって，乙れからのあるべき盛を模索し企業体質の転換を図りつつあるように感じら

れます。

（工試ニュース）

工業技術センタ 一新築工事は一昨年の第二試験棟iζ続き，昭和54年6月には第一試験棟が完成
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しました。引き続き本館建設中であり昭和55年中lζ完成の予定です。

（宮城工技，金属科菅野 昭記）

回
昨年，エネルギー問題など，我が国の産業iζ大きな影響をもっ問題が多く ，各企業とも将来の

展望iζ頭を痛めていると乙ろと思う。

ちょうど，本県においても，工業振興を肱印iζ工業試験場の見直し，拡充が取沙汰されている。

その一端というわけでもないが今では一昨年の答，県内の鋳造業者68社を対象に，現状と 試験

場lζ対する希望とを調査するためアンケートを実施した。その結果はすでに企業に対して発表会

を聞きましたが，その一部をとζiζ紹介させていただきます。

1. 規模別，企業数の状況

当工試で掌鑓している鋳造企業は 68社で，それを規模別，主生産材質別lζ分けると表 lのと

おりである。

鋳鋼，鋳鉄は従業員300人以上の大企業が目立ち，逆lζ銅合金，縫合金の分野は殆どが中小

企業である。

また，アンケートの回収率も中小企業ほど低く，試験場に対する｜対心も低いように受け取

れる。

2. 従業者数を主生産材質別lζ調べると表2のとおりである。 間後人員の総従業員数lと対する比

率をみると鋳鋼と鋳鉄lζ両筏端がみられ，その理由は定かではないが面白い現象である。

3. 主生産材質5JIJk夫々の材質の月生産＝量を掲げると表3のとおりである。乙れlζよると銅合金

と縫合金を主生産材質とする企業は専業で，他は2～3極の材質を生産している。ζれは次の

設備の方にもその関係が出ている。

また，月産量を表2の従業員数で除した簡を生産性として比較したが，特｝ζ鋳鉄は大企業l

社の高い生産性の影響が表に表われ，乙のl社を除くと 3.6t／月・人と殆ど他の企業とかけはな

れた値にはなっていない。

4. 表4は溶解設備別に企業の数を計上したもので， 1社で2積類以上の溶解設備を保有してい

るものは再掲されている。

乙れによると鋳鉄を主生産材質とする企業では殆どC8Bぢ）がキュポラを使用し， 電気炉の

普及は低い。また，ガス炉を使用している企業はなかった。

以上のデーターだけで本県の鋳造業界を云云する乙とはできないが， 企業概況といったものと

してど理解いただきたい。

（福島工試，機滅金属部長荒井 一記）
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表l 毘模別 ・主生産材質別工場数及び回収状況（回収ボ）

論 lj
特殊 鋳鋼 鋳鉄 銅合金 終 A広’ 金 合 計 焼段目1Jt1臨U七

工場数回収数l1n1回収不〆m)/ 工回数回収数回収丹〆 % 瑚数回収数回収率n, 比脇田JI又数回収
96 
工以数回収数工品撤回収数回収率 工場数回収数回l氏本

制 人 以 上 3 3 100 3 3 100 一 6 6 100 8.8 18.2 

100人～m人 100 100 2 2 100 4 4 100 5目9 12.1 

白人～99人 100 1 100 2 一 一 2 50 6 3 50 8.8 9.1 

20人～ 49人 1 iOO 9 6 66.7 4 2 50 5 。19 9 47.4 27.9 27.3 
加 人未満 一 15 6 40.0 4 2 50 14 3 21. 4 33 11 33.3 48.5 33.3 

ぷロ弘、 計 100 6 6 100 30 16 53.3 8 4 50 23 6 26.1 68 33 48.5 100 100 

機成比 （矧 1.5 2.9 ／ 8.8 17.6 ／ 44.1 47.1 ／ 11.8 17 11.8 33.8 20.6 ν／ 100 100 ／／｜ ／／／  
~ 

表2 主生陸材質別の従 業 員数

間接 人 員（B) 直 接 人 口 メ口泊、 計 (A) 

f×100 
男 計

男
計 男 計 〆Qι五，， 

特 殊 2 10 12 16.7 

鋳 鋼 351 1,395 1,746 20.1 

鋳 鉄 80 537 617 13.0 

銅 メE弘3、 金 8 47 55 14.5 

軽 ρi:, 、金 70 390 460 15.2 

,{>.. ロ 計 511 2,379 2,890 17.7 



t品
CJ) 

表3 主生産材質別生盗品開

＼討＼質1ir---材＼質 鋳 鋼 普通鋳鉄 ルダク鋳タ鉄イ 銅合金 軽合金 特殊材質

特 殊 46.3 × × 0.7 0.8 × 

鋳 鋼 4,641 170 1,368 × × 211 

鋳 鉄 × 4,113 45 1.9 3.5 25 

銅合金 × × × 113 X × 

軽合金 × × × × 768 × 

ρ口、 計 4,687.3 4,283 1.413 115.6 772.3 236 

様大手l社を除いた生産性を示す。

表4 主生産材質別 ・溶解設備別企業数調

溶解炉 m 気 炉
キュポラ 重

材質別 高 周 波 低 周 主主 アーク炉

特 殊 1 X × × 

銀j 鋼 4 3 5 X 

鋳 鉄 × 3 1 13 

銅 メロ弘、 金 × × × 

軽 メロ、金 × × × × 

（単位： t) 

ρZコ、 計 生（ t 産l人性） 

47.8 4.0 

6 390 3.7 

4,188.4 6.8 
※ (3.6) 

113 2.1 

768 1.7 

11,507.2 4.0 

主h 炉

× 

× 

× 

3 

5 



第16回東北支部八戸大会の諸行事報告

第 16回支部大会は，10月26,27日，八戸市の’ホテルよねくら，において開催された。

当地のζ の時季は，例年， ；忘さlζ体が伯れないため気温のわりに，寒く感じる時なのですが，当

日は気dff1もi::.'iく，好天にめぐまれたζ ともあって， 窓加者は， 74名という盛況でありました。

本会の主題は’現場IC.直結した鋳物技術，ということで，溶解，造型，技術動向とそれぞれの

分野iζ造訴の深い諸先生方の講演，作業改普ーの自主管理活動lζ関するパネルディスカッション，

ならびに工場見学が次の内容により行われた。

(1) 昭和54年度東北支部総会

総会は 26日午前 11.00時，大平支部長，加藤実行委員長のあいさつにより始まり，昭和53年

度事業報告ならびに会計報告，昭和54年度事業計画ならびに予算案が渡辺理事Kより報告され，

原案どおり承認された。

なお昭和53年度決算，会計報告については中村監事が欠席のため，小宅理事代誌により全員

異議なく汲認された。

(2) 技術講演会

(3) 

司会 木村氏（八工大人森氏（日本高周波）

総会iζ引き続き，同日午前 11時30分，次の 4氏の講演が行われ，現在鋳物工業のかかえて

いる技術的諸問題，今後の進むべき方向iと閲する内容について，活発な質疑応答が行われた。

「鋳鉄の溶解技術」

科学技術庁金属材料技術研究所

鋳造研究室工｜事菊地政郎 氏

「新しい造型法について（静圧造型法）」

新東工業妹式会社

営業技術部長小 川 登喜蔵 氏

「ショットプラス トにおけるカープペーンの効果」

太洋節機株式会社

設計部長浜岡 巌氏

「最近の鋳物技術の動向」

東北大学工学部教授

工博大平五郎氏

，，マネJレテタイスカッション

ノfz・Jレ 自主管理活動
パオ、ラ ー 福島製鋼株式会社 渡辺 紀夫氏

新日本製鉄株式会社 瀬谷 修氏

日本高周波鋼業株式会社 鬼沢 秀 和 氏
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デイスカッションlζ先立ち，渡辺利勝，小田島両氏が次のような作業改善報告を行った。

「A社向け鋳物欠陥防止対策」

福島製鋼株式会社吾妻工場渡辺利勝氏

A社向け鋳物不良率を低諒するために，溶解，造型，検査係が込i鶴プレーを組み，不良内容

の解析を行い，逐次改善 した経過を報告した。

「低周滋誘動炉の使用回数の延長」

日本高周被鋼業株式会社八戸工場小回応軍止氏

Jレツポ型低周波誘導炉6Tの使用回数延長lζ取り組み，鉄掠の装入Jj法， i並ほ方法の検討を

行い，寿命延命4096の改善成果について報告した。

ディスカッションは成果報告恒例を中心lζQCサークルの進め方，効果などについて活発な

意見が交役され，関心を集めた。

(4) 理・JJ評議員会

昼食を利用し，理・j正，評議員，大会役員による会議が行われ，55年秋，仙台市において開催

予定の当協会，全国講演大会について協議された。

(5）恕 綬会

午後6.00時，同ホテルにおいて，大平支館長，加藤実行委日長のあいさつ，枯川氏（八戸水道

協会会長）の乾盃の音頭によって恕級会K入った。

一年ぶりの再会ということで喜び合い，非常lζなごやかな'?J.阻気のq，で， 恒例になっている

各県のスピーチが行われ，=,1；－森県，閏畑氏（東洋m工） ，秋田県，小宅氏〔 Jじ光金属），岩手
県，佐藤氏（宕手鋳機〉，山形県，荒井市志氏〈山工試），宮城県，近藤氏（宮城鋳造），

福島県，荒井一氏（福工試）の6氏が各県の代表として行い 会場lζは’そばコーナ一，を設

けるなど，大いに飲み，大いに食べ，懇談し，午後8.00I時，名残りそ惜しむなかで閉会となった。

(6）工場見学

27日午前9.00時から， Vプロが本物稼動した臼本高周波鋼業株式会社八戸工場，万全の公

害対策を行む＇ ＇緑と調和したきれいな工島の八戸製鯨株式会社八戸製鈍所の両工邸宅子見学し，

12.00時， 1写会を約して八戸駅において散会した。

h立後l乙本大会の運営，その他iζ不手際があり，会口の皆織に御迷惑をかけたことを，ζの紙面

をお借りしてお詫び申し上げます。

（東北支部幹事，同鋳鉄部会委員， 1':l'森機訟金属課長 新山公義 J己）
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第16回東北支部八戸大会工場見学記

一一日本高周波鋼業（柑八戸工場一一

10月27日，ハードスケジュールの大会の疲れを吹き飛ばすようなよい天気， 8時30分大会会

場となったホテルよねくらを出発，パスは八戸市街地を通り抜け，目的地白本高周波鋼業側八戸

工叫へ911与に到若した。日本1立j周波鋼業側は八戸臨海工場地帯のほぼ中央，馬淵川の河口南岸IC.

位向し，同聞に日東化学，八戸火力，太平洋金属などの工場が隣接している。ほぽ3万坪の広大

な！放地のljI lζ近代的なi刃物工崩がi1：ち並んでいる。

定刻901，本・j工務所会議室lζ集合し，森製造課長の会社慨聾の説明を受け工場見学lζ入った。主

要生産工場である第 l工場と第2工場，製品仕上場，製品ヤードの順lζ見学した。第1工場・は，ア

ーク式＇cil気炉C10 t × 1 10，低周波誘却炉（ 3.5 t×2基）なとで溶解し，リノキュア，乾燥砂，

Vプロなど種々の造型プロセスをRH九各極i/.j型，機敏・鋳物など，少ロ ット多品種製品を生産し

ている。第2工場は，低周波誘導炉C6 t×2基）で溶解し， 3基の自動造型ラインで，ダクタイ

ル鋳鉄自動車部品f)i物を高能率で製造している。

見学後，自動造型機の掠ill!）率，Vプロセスの造型能率などについて活発な質疑応答があった。

筆者は八戸工業高校lζ在学中lζ一度ζの工場を見学したζとがあり（昭和33年頃）， ζの附近

のifij岸から産出する砂鉄を－~u:気炉精鋭し B 砂鉄銑を製造ーしている工場という印象を持っていたが，

立派な鈎物工協に変身されたζ とに感心し，いろいろな方法を自由自在lζ駆使し，立派に成功し

ている活気ある前途洋洋たる工場であるという認識を持った。

以後lζ大平支部長が謝辞を述べられ， 10時30分次の見学地である八戸桁錬側へと向った。

（新臼鉄，釜石製鉄所技術研究室鈴木厚 frp記 ）

一一八戸製錬（槻八戸製錬所一一

昭和42年三井金鴎鉱業が中心となり，計6社の共同出資lとよって，新産業都市法lζ基づいて八

戸lζζ の製~－所が設立された。現在，従業員数は 500 名（うち，正社員 350 名）で，工場は八戸

港lζ面し，東西450m，南北600mの約27万平方mの敷地を有している。

使用している鉱石は殆んど国外のもので（圏内産は20%程度） ，南米のものが50%ともっと

も多いとのζ とである。

生産品は距鉛が7,000ton／月（蒸留亜鉛が5,000ton ，新留亜鉛が2,000ton ），粗鉛が2,400

ton／月，カドミウムが25ton／月，工業用硫殴が13,500ton／月とのζとである。蒸留亜鉛は亜鉛

鉄板用のものが50mで，鉛は・，u池iζ使うものが多く ，現在は需要が多いとのζとであった。カド
ミウムは大半が共産聞に行くものが大半であり，しかも， ζれは兵器産業lζ利用されるケースが

大である由であった。
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聞社の製錬法はイギリスの I ・ S • P 法（ Imperial Smelting Process) Iζ基づくものであ

る。同法を採用している製錬所は世界で 11 ケ所，日本では 2 社とのととである。乙の I ・ S•P 法

の特徴は縦型の熔鉱炉を用い，亜鉛と鉛を同時に製錬するようになっている。有価金Jil,,の有利な

回収が出来る乙と，単位設備あたりの生産力が大きいなどの利点がある。

焼結工程で発生する亜硫酸ガスは最終的には硫酸となり 煙突からカドミウムが回収される。

一方，熔鉱炉での造銀成分よりは銅，金，銀などの有価金属が分離されるζ とになり，践伴はセ

メントiζ利用されるなど，殆んどすてるものがないとのζ とである。

熔鉱炉で発生する廃ガスは送風加熱および自家発電lζ利用され，乙の発屯能力は同所の総使用

電力量 10,0001,.-w中の約 259ちを占めており，省エネルギー的にもよく設計されているようである。

工業用水は一日 4,000Lonを使用し，半分が海水へ，半分が蒸気になるとの乙とである。

工場の昂境も素晴し く，一見，金属の盟主~工場とは見えないような感じがする。尚，同所も福

島の金子淳氏の指導する’QCサークル活動，のグループlζ加入しているとの事であった。

〈東北支部理事，同鋳鉄部会幹事，東北大学工学部助教授 工侍渡辺 融 J己）

L 鋳鉄 部 会 ｜ 

第 19回技術委員会議事録一」

日 時 昭和何年6月8臼（金） 13: 00～16: 00 工場見学会（東北三菱自動車部品）

9日（土） 8: 30～1 1 : 00 技術委員会
場所 二本松市 あだたら高原富士急ホテル会議室

出席者 大平部会長（東北大学） 千四主査（新日鉄） 症辺幹事（東北大学）

宮 手（岩手大学） 宇佐美（秋田大学） 新 山（青森機試〉

大里外 5（福島工試） 荒井外 1（山形工試） Jil 原（岩手製鉄）

森外 1（日本高周波〉 五十嵐外 1（原因鋳造） 佐 藤（岩手鋳機）

近 藤（宮城鋳造） （何辻村（北光金属） （内田岡（クニミネ）

菊 地（釜石鉄工） 須 国（須田鉄工） 後国外 1（日立工織）

湊 （北東衡機） （代j螺良外2（福島製鋼〕 管 野（笠原鋳物）

羽 賀（羽賀鋳工） τJI 回（福島s/s) Jil 崎（トキコ鋳造）

及 川（及源鋳造） 福 原（東海工業） （何斎藤（常盤製作）

，馬 場（馬場鋳工） 竹本（東北三菱自部） 各委員 外 40名
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安

永

部（安部鋳造）

瀬（丸金工業）

馬 場（馬場鋳造） 今野外 3（泉金属）

菊 野（三和鋳造）

オブザーパー 12名

合計 52名（28社， 6公機，計34)

市国外 2（喜多方）

杉 本（目下レアメタル）

識 が

I. r)ij回議事録の承認（資料No.19-1) 

2. 昭和53年度収支報告とその承認（資料出 19-2) 

中村監がよりの監査報告書の代読があり，収支報告は承認された。

3. llfl和54, 55年度役員選出

太平部会長，千田主査らが再選され，全役員が留任した。

4. 低純度佳砂のVi物砂への利用による表面欠陥対策とコストダウン〈資料No.19-3) 

竹本委員（東北三菱自部）

トラック用ディーゼルエンジンの諸部品などの鋳造K，低純度の珪砂CSi0290%以下）

のlit砂を適用した場合の諸問題について詳しく検討した。調査された内容は低純度珪砂の基

｛礎的性質から高温特性等，シェル砂，生型砂への配合とその場・合の問題の発生と解決手段な

どで，さらに高圧造型ライン，シェル中子への適用の結果，低純度珪砂利用によるコストダ

ウンなどlζ閲しでも報告された。

5. 抗折力試験による鋳物砂の性質（資料Nn19-4 ) 

大里委員〈福島工試）

砂試験として，抗折カーたわみ関係は再現性が比較的良く，との関係を利用して鋳物砂の

諸特性を検討した。［曲げ試験における荷重ーたわみの関係から見ると，同一荷重に対するた

わみ泣はNa系ベン トナイ ト配合の場合の方が少なく， Ca系の方が大きい傾向が認められた。

鋳型モデル実験でも乙の傾向が認められた。

6. コンパクト・グラファイト鋳鉄について（資料No.19-5 ) 

千問主査（新日鉄）

コンパクト・グラファイト組織と呼ばれる黒鉛組織の定義，位置づけを行ない，この組織

委持ち，CV鋳鉄と略称される鋳鉄の製造法，その機械的性質，熱特性，鋳造性などに関し

ての解説が行なわれ，その将来性などについての討議が行なわれた。

7. 次回予定

昭和55年 2月下旬 於：：東北大学工学部金属系教室

議題 ：分割jキュポラの操業結果

その他

五十嵐委員（原岡鋳造）
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日時

場所

出席者

議事

L 鋳鉄部会
第20回技術委員会議事録

昭和55年2月23日（土） 13: 30～16: 30 

東北大学工学部金属系3学科会議室

大平部会長（東北大学） 干国主査（新日鉄）

佐 議（岩手鋳段） 原 （東海工業）

決 （北京衡機） 渡 辺（結局製鋼）

羽 賀（羽賀鋳工）

大 里（福島工試）

字佐美（秋田大学〉

｛刊進藤（日本高周波）

付勺工議（古－森工試）

｛代j小野悶（山形工試）

（代j大立目（須 田）

杉 本｛目下レアメタル）

近 接（宮域鋳造）

藤 田（本山S/S)

五十嵐外2（原田鋳造〉

水 田（水田VJ造）

街 内（岩手工試）

竹 本（東北三菱白書官）

渡辺桝桃は叫じ大判

(f勺佐々木（北光金属〉

"i'J的外 2（宮城工技）

坂 本（庄内工試〉

宮手外 1（岩手大学）

大 路（大泉工業）

小3加藤（岩手製鉄）

及 川 外 1（及1JJ;[VJ造）

古 Jll （担行機材）

各委口 35名

オブザーパー l名

合計 36名 (18社， 9公機，計27)

1. 前回議事録の承認（資料No.20ー1) 

2. 第 46回国際鋳物会議について

①国際鋳物技術委口会の現況とマドリッドの印象（資料No.20-2)

大平部会長（東北大学）

1979年9月30日から開催された国際会議の概況報告があった。構成33カ国の大半が共

産圏諸国で占める乙と， 88年頃日本開催が予惣きれる乙と， 今年大平部会長が副会長lζ選出

されること，スペインの印象等の話題が提供された。

＠技術分科会（ Compacted Vermicular Graphite Cast Iron）の委員会iζ出席して

〈資料No.20-3) 千国主査（新日鉄）

Sub Comittee 7.6委の報告で，話題の新しい材料の正式名称を上述のi湿り（略称CV f}.J 

鉄）に決定した乙と，各国の現況と情報の交俊でCV鋳鉄lζ｜到する日本の文献を紹介した乙

と，国際規絡を定める話し合いが行なわれたこと等の説明がされた。

3. 分割jキュポラの操業結果について（資料Nu20-4) 

五十嵐委員（原田鋳造〉

省エネJレギーキュポラとして注目されている分割送風（ 2段羽口）キュポラの録業結果に

ついて報告された。 l段羽ロキュポラと比較して． 出湯量が地加し， コークス比が低下し，
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S成分が誠少して材質が安定した。炉内侵蝕があり，レンガ代が上昇した。地金付着の原因

を究llj]cわである。

4. Vi欽の加工について（資料恥20-5) 

苛嶋委員（宮城工技）

f}.j鉄材料lζ｜刻する加工法を分類した後，特lζ関心の深い溶接加工によって，その熱影響部

付近の硬さと組織について考察した。硬さの異常j曽加と黒鉛周辺部の異常変化を倹討した。

5. 排気管用$）j鉄材料の高温特性（資料No20-6 ) 

小玉久雄，五十嵐委員（原因鋳造）

大平部会長‘ 0大出委員（東北大学 ）

l此近III嗣Tii::lil:4器械や排気ガス規制をうけて，使用条件が厳しくなったエキゾーストマニホ

ールド鋳物材料の耐熱性iζついて検討した。 FC25, FCD 40, FCD 60の他lζ新材料CV鋳鉄4

極の向温クリープ，成長，般化，熱疲労各試験結果をまとめて総合評価を下した。 CV鋳鉄

の用途拡大の見通しを示唆した。

6. 次年度計画の審議 （資料No20ー7) 
、ー．、

研究テー 7 について意見を交換し，次年度はとくに限定しないζとにした。次年度の技術

委員会，見学会を次の通り決定した。

第 21回 55年 6月中旬 山形県立庄内工業試験場

第 22回 56年2月中旬 岩手県工業試験場

第98回全国講演大会が11月1～4日 仙台市東北工業大学で開催される際の技術講習会

のテー 7 について，従来のテー7 リスト（ 資料No20-8 ）を参考にして意見を交換した。開

催iζ当り各委員の御協力を依頼した。

I 鋳 鉄部会 I 

」一第19回技術委員会工場見学記ー」

東北大学工学部

工侍渡辺 融＊

東北三菱自動車部品妹式会社は昭和46年iζ設立され，鍛造工場は昭和47年，鋳造工場は昭和

52年 10月lζ操業を開始し， 三菱自動車のトラ ック関係の部品を供給している。敷地は二本松市

の郊外lζあり，阿武隈川を眼下iζ見おろす高台iとあり，約10万坪の敷地面積を有する堂々たる工

＊ 東北支部理事，同鋳鉄部会幹事

円
《
U
凋
uτ



場である。従業員は約500名，そのうち鋳造関係者は約200名，技術スタップは約20名とのζ と

である。

鋳造部門では，シリンダーヘッド，クランクケース， トランスミッションケース，プレーキ ド

ラム， その他， キャタピラ一三菱の部品も一部生産しているとの乙とであり， 3,200ton／月（20 

日間操業 ）の生産を行なっている。造型は三菱－ SPO高速自動造型機を中心とした造ー型ライン

によって行なわれ，現在， 120モールド／時間の稼動を行なっているが，能力としては150モールげ時間

をもっているとのことである。中子造型は17台のシェルマシンにより行なわれている。溶解は

20 ton低周波誘導炉lζより行なわれ，注湯は電動注揚台車lζより行なわれている。製品のよI;留り

率は約6796，不良事は内外含めて2.896とのζ とである。

鋳造関係の控屋，設備などには約 120億円の巨費が投ぜられたとのζ とである。メ インテナン

スには14名の人員が従事している。装置稼動率は839ぢ程度であり，従業員の出効率は約9596と

のζ とであった。

工場に入り，特に自に付いた乙とは， フロアーのきれいなζ とであるo!!!ICセメントの打ち放

しではなく，特殊な表面処理をしたミガキlζなっているのに感心させられた。

公害関係の諸設備の充実が現われ，工場側面の片側は出入口を除き， 全部， 集E主装白．脱臭装

置などにあてられている。

鍛造工場においてはクランクシャフト，フロントアクスル， コネクチングロッ ド，ナックノレな

どの鍛造が行なわれ，35トンメーターカウンタープローハンマー，3,000トンフォージングプレ

スなどがフルに稼動しているのが自に付いた。

鋳造工場と云い，鍛造工場と云い， ζのような規筏の工場が活動し始めたζとは支部と しても

極めて心強いものである。見学者も今回は例になく多く ，関係者のかたに厚く御礼申上げる次第

です。

昭和54年度理事会議事録

日時 昭和54年 6月2日（土） 13 : 30～15: 30 

場所 東北大学工学部金属50周年記念館（仙台市荒巻字青葉）

出席者 大平支部長，天口，字佐美，小宅，加藤，坂本，千四，藤田．宮手，渡辺（紀），

渡辺（融），各理事 以上 11名

議事

1. 前回議事録承認の件〈資料Nn54-1 ) 

2. 昭和53年度事業報告の件（ 資料Nn54-2 ) 

釜石市で開催された支部大会などを含む6件の事業報告があり，承認された。

3. 昭和 53年度決算報告の件（ 資料Nn54-3)
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会報刊行決算を含めた報告があり，承認された。向，雑収入の部が高額になっているのは羽

自民よりの 10万円の寄付による。

4. 昭和54年度予業計画の件（資料No54-4 ) 

4. 1 鋳鉄部会第 19回技術委員会が二本必市において開催される予定。

（昭和54年6月中旬）

4. 2 次年度秋j聞の全国大会を仙台において開催する予定（ 6項参照 ）となったので，第16

回支部大会の開催予定地を仙台より他lζ移す事が検討され，青森県iζ依頼する乙とにした。

4. 3 金属関係学協会東北支部迎合シンポジウムは，本年度は金属学会が幹事学会であるが，

合同幹事会が未開催なのでテーマは未定である旨の報告があった。参加は例年通りである。

4. 4 鋳鉄部会第20田技術委員会が仙台市において開催される予定（昭和55年2月中旬）

4.5 例年.iillりの方針で支部会報第16号を刊行する ζとにした。

5. lli'l和54年度収支予算審議の件（資料出54-5) 

別紙の通り提案され，収入の部の本部補助金の大巾増額の件Kついては，本部理事の千田理

事より補足説明が行なわれた。また，金属関係学協会東北支部連合より依頼かあったシンポ

ジウム分担金の地’額の件が認められ，分担金を 15,000円とするととlζした。その他に就いて

は原案通り承認された。

6. Ill,和55年度秋Wl全国大会開催の件

従JjiJより本部から依頼のあった全国大会の開催の件に就いて討議が行なわれ， ζ れを受諾

するζとiζ決定した。開催地は仙台とし，日時は 11月上旬の頃となろう。

7. 昭和53年度新入会員状況報告の件（資料No54-6 ) 

正会員 （学生会員を含む）は20名入会， 15名退会。維持会員は2社入会した。現在では

正会員209名，維持会員は29社，合計238会員となる。

8. その他

8. 1 千岡本邸辺：JJ:より，本年度より本部評議員の候補者の選挙方法が変更される件lζつい

て説明があった。

8. 2 本部の各賞授立の件については，支部としてもっと積極的lζ応募するよう努力すべき

との意見が出された。

8. 3 支部理事会は年一回だけではなく ，支部大会開催時にも行なったらどうかとの意見が

出され承認された。

昭和 54年度事業報告

l. 昭和54年6月2日（土）

東北大学工学部金属50周年記念館Kおいて理事会を開催し，理事11名が委主集した。来年度
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（昭和55年 ）の秋期に仙台市において， 全国大会を開催することを決定した。

2. 昭和54年6月8 日（ 金）～6月9日（土）

第19回鋳鉄部会伎術委員会， 見学会を開催した。8日iζ二本総市の東北三菱自動車部品株式

会社を見学し， 9日』ζ岳温泉のあだたら高原宮士急ホテル会議室で技術委員会を聞いた。 研究

発表は3件である。委員の出席者は52名であり， その他12名のオフ’

ザ ー パ ー が参加した。

3. 昭和54年10月初日（金）～10月27日（土）

八戸市のホテルよねくらにおいて， 昭和54年度の支部大会を開催した。約80名の大会主主加

者を数えた。総会終了後， 技術講演会が行なわれ， 引続いてパネルディスカッシ ョ ンが開催さ

れた。 本年度 は H 自主管理活動 ’ がテ ー ？で， 2件の現場担当者による発表に対し， 活発な討

論が展開された。

4. 昭和54年12月10日（月）

第16回金属関係学協会東北支部合同シンポジウムが東北大学工学部金属系三学科で開催さ

れ， ，高性能材料を支える粉末治金の世界 ’ と云うテーマで講演および討論が行なわれた。

5. 昭和55 年2月23日（土）

東北大学工学部金属系三学科において鋳鉄部会第20田技術委員会が開催され， 大平部会長

以下35 名の委員， オブザ ー パーl名が多加した。

6. 昭和55年4月9日（；J<)

支部会報第16号が刊行された。
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ま舎やや紛争ややや舎ややや舎命令榊特例やややや綿紛争ややや紛争や舎や争や
や

争 争

ま あとがき 意
争

率 命
令

警 東北支部会員組問相変らずにて，御健勝の乙とと存じます。 喜
善 本年度には元理事を勤められた広島大学丸山益師教授が中国防いて急逝 I 
草 されました。心から御冥福を折りたいと存じます。 雲
答 また，大平支部長も今春，東北大学引；5年で残念ながら御退官叫りまし 脅

守 たが，先生lζは尚，支部長として，今秋の全国大会の開催の指部をとってく 争
各 ださいます。 語

塁 本年度も盛り沢山の内容ですが，あらためて， 執悠者各位時く謝意械 室
率 する次第です。また，時節柄同拘らず，広告時賛くださいました関係各 誌
争 社iζ厚く御礼申し上げます。 争． 
争 末筆ながら，東北支部会員の皆様の御活躍をお街り申し上げます0 i 
事 （渡辺〉 器
開紛争舎やややや紛糾綿命令村や紛争特例材料ややや命令命令舎やや言

t』
コヨZ
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東北大学工学部金属加工学科内

電話 (0222)@1800 
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